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いざく

夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
一
年
に
！

島
津
忠
良
と
日
新
公
い
ろ
は
歌

校
長

西

浩
一

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
・
・
・

日
新
公
（
島
津
忠
良
）
は
、
一
四
九
二
年
に
伊
作
亀
丸
城
に

じ
っ
し
ん
こ
う

た
だ
よ
し

「
平
成
」
最
後
の
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

生
ま
れ
、
菊
三
郎
と
名
付
け
ら
れ
、
元
服
し
て
忠
良
と
名
乗
り
、

げ
ん
ぷ
く

の
冬
休
み
も
一
件
の
事
故
・
事
件
な
く
全
員
無
事
に
過

伊
作
島
津
家
十
代
当
主
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
養
父
の
土

ご
せ
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
た
だ
、

地
を
相
続
し
、
田
布
施
や
加
世
田
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
日
新

た

ぶ

せ

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
早
く
、
欠
席
者
も

公
は
島
津
本
家
が
弱
体
化
し
、
島
津
の
分
家
や
各
地
の
有
力
な

多
数
出
て
い
ま
す
。
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、

勢
力
が
争
っ
て
い
た
時
代
に
、

嫡

男
貴
久
と
と
も
に
島
津
家
を

ち
ゃ
く
な
ん
た
か
ひ
さ

油
断
大
敵
で
す
。
睡
眠
・
栄
養
を
と
り
、
う
が
い
・
手

統
一
し
た
こ
と
か
ら
「
島
津
家
中

興
の
祖
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

ち
ゅ
う
こ
う

そ

洗
い
・
マ
ス
ク
着
用
等
で
感
染
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

す
。
貴
久
は
島
津
本
家
に
養
子
に
入
り
、
十
五
代
当
主
に
な
り

さ
て
、
三
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
出
席
日
数
が

ま
し
た
。
ま
た
貴
久
の
子
、
義
久
、
義
弘
、
歳
久
、
家
久
は
島

五
十
三
、
四
日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
年
間
の
学
習
等

津
四
兄
弟
と
し
て
勇
名
を
は
せ
、
念
願
の
三

州
（
薩
摩
、
大
隅
、

さ
ん
し
ゅ
う

の
ま
と
め
を
す
る
と
と
も
に
、
来
年
度
の
準
備
を
す
る

日
向
）
統
一
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
日
新
公
は
海
外
の

学
期
で
す
。
つ
ま
り
三
学
期
は
「
次
の
学
年
の
０
学
期
」

文
化
や
技
術
を
進
ん
で
取
り
入
れ
、
禅
や
儒
学
を
学
び
ま
し
た
。

と
い
え
ま
す
。
特
に
六
年
生
に
と
っ
て
は
中
学
校
進
学

日
新
公
が
五
十
四
歳
ま
で
に
完
成
さ
せ
た
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」

に
備
え
る
大
事
な
学
期
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
始
業

は
、
薩
摩
論
語
と
も
言
わ
れ
、
人
間
と
し
て
社
会
に
生
き
る
道

さ

つ

ま

ろ

ん

ご

式
で
は
、
子
供
た
ち
に
次
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

を
説
い
た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
薩
摩
藩
士
の
子
弟

し

て
い

教
育｢

郷
中
教
育｣

の
聖
典
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
新
公
の
教

ご
じ
ゅ
う

せ
い
て
ん

①
次
の
学
年
に
備
え
て
、
し
っ
か
り
勉
強
す
る
。

え
が
江
戸
時
代
の
薩
摩
藩
政
の
土
台
と
な
り
、
明
治
維
新
の
原

②
自
分
か
ら
進
ん
で
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
。

動
力
と
な
っ
た
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
な
ど
多
く
の
優
れ
た

③
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り
大
会
に
備

薩
摩
の
若
者
を
育
ん
だ
の
で
す
。
（
南
さ
つ
ま
市
教
育
委
員
会
生

え
て
、
し
っ
か
り
練
習
す
る
。

涯
学
習
課
作
成
文
書
を
参
考
に
し
て
記
述
）

本
校
に
お
い
て
は
日
新
公
生
誕
の
地
に
あ
る
学
校
と
し
て
、

一
月
も
下
旬
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
は
こ
の

そ
の
遺
徳
を
偲
び
、
今
の
時
代
に
通
じ
る
教
育
的
教
え
を
広
く

い

と

く

し
の

こ
と
に
対
し
て
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま

伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
校
内
で
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
か
る

す
。
特
に
一
月
に
は
五
年
生
は
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調

た
取
り
大
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
日
新
公
顕
彰
会
が
主
催

査
、
全
学
年
Ｃ
Ｒ
Ｔ
（
標
準
学
力
検
査
）
が
あ
る
の
で

す
る
吹
上
地
域
の
か
る
た
取
り
大
会
や
、
昨
年
度
か
ら
南
さ
つ

職
員
も
個
に
応
じ
た
指
導
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

ま
市
で
開
催
さ
れ
る
か
る
た
取
り
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
本
校
の
課
題
で
あ
る
学
力
向
上
も
、
も
う
す
ぐ

ま
た
、
本
年
度
夏
休
み
に
は
南
さ
つ
ま
市
教
育
委
員
会
が
主
催

結
果
が
出
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
「
雪
に
耐
え
て
梅
花

す
る
三
州
親
善
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り
大
会
に
出

麗
し
」
（
西
郷
隆
盛
作
の
漢
詩
の
一
節
）
苦
し
さ
に
負

場
し
、
三
州
の
部
、
チ
ー
ム
の
部
と
も
に
優
勝
し
ま
し
た
。

け
ず
乗
り
越
え
れ
ば
、
や
が
て
は
見
事
な
花
が
咲
く
。

吹
上
地
域
「
日
新
公
」
い
ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り
大
会

子
供
た
ち
に
は
「
や
れ
ば
で
き
る
」
喜
び
を
感
じ
、
健

一
月
十
九
日
に
吹
上
砂
丘
荘
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

康
面
に
も
留
意
し
て
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
り
、
よ

れ
、
低
学
年
の
部
で
二
位
、
三
位
、
敢
闘
賞
、
努
力
賞
、

き
思
い
出
を
た
く
さ
ん
創
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

中
学
年
の
部
で
優
勝
、
努
力
賞
、
高
学
年
の
部
で
優
勝
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
、
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
各
部
の
活
動
、

三
位
、
敢
闘
賞
、
努
力
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を

役
員
改
選
等
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
来
年
度
は
創
立

修
め
ま
し
た
。
か
る
た
を
真
剣
に
見
つ
め
、
歌
が
詠
ま

百
五
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
学

れ
る
と
同
時
に
素
早
く
札
を
取
る
様
子
を
見
て
い
る
と

校
・
家
庭
・
地
域
が
さ
ら
に
一
体
と
な
っ
て
、
伊
作
小

感
動
を
覚
え
ま
す
。
集
中
力
が
付
き
、
こ
の
こ
と
は
学

学
校
が
ま
す
ま
す
飛
躍
・
発
展
す
る
年
に
な
る
こ
と
を

習
面
や
生
活
面
等
に
き
っ
と
活
か
さ
れ
る
こ
と
と
思
い

願
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

ま
す
。
今
後
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

２学期終業式
１２月２１日（金）に２

学期終業式を行いました。
２学期は，５年生の宿泊

学習，６年生の修学旅行，
１１月の県民週間，「維新の
学び」キャラバンでの県知
事来校，４年生の半成人式，
持久走大会等と，大きな行
事がたくさん続きました。
それぞれの行事や学習を

通して，子どもたちは，確
実に成長したと思います。３学期も更に大きく成長
してほしいものです。

青少年劇場
１２月４日（火）に吹上

中央公民館ホールで「青少
年劇場」が行われました。
今回は，劇団アトムによ

る「あとむの時間はアンデ
ルセン」という音楽劇を，
吹上地域内全小学生が鑑賞
しました。
劇団の皆さんの豊かな表現力や楽しい演劇に子ど

もたちも魅了されたようでした。
今後も豊かな感性を育み，心豊かな人間に成長し

てほしいものです。本格的な音楽劇を満喫すること
ができました。



＜主な行事予定＞

２月 １日(金) 吹上中学校入学説明会
１３日(水) 第３回学校保健委員会
１５日(金) 新入児一日入学・入学説明会
２８日(木) 家庭教育学級

学級ＰＴＡ（１～５年）

３月 １日(金) 学級ＰＴＡ（６年）
８日(金) ６年生を送る会

お別れ遠足
１８日(月) 第３回学校評議委員会
２２日(金) 卒業式
２５日(月) 修了式
２６日(火) 離任式 ＰＴＡ送別会

※ 変更になる場合がありますので,，各学年の
週報や各種便り等でご確認ください。

３学期始業式

１月８日（火），３学期始
業式を行い，「勉強，挨拶・
会釈，いろは歌かるた取り
大会」のことを話しました。
３学期は，一年のまとめ

の学期でもありますが，進
学，進級を控えた次学年へ
の準備の学期でもあります。
６年生にとっては，小学校生活最後の学期とな

ります。伊作小学校のよき伝統と校風を後輩たち
に引継ぎ，中学校へと進学してほしいと思います。
期待しています。

校内いろは歌カルタ取り大会
１月１２日（土）の土曜授業日に「校内いろは
歌カルタ取り大会」を多目的ホールで行いました。
（※５年生は，欠席者多数のため別日に実施）
子どもたちは，１２月からの「いろは歌カルタ

強調月間」での練習の成果を発揮しようと，とて
も意欲満々で取り組みました。
伊作は，島津中興の祖である島津忠良（日新公）
及びその子どもたちが生誕された地です。「いろ
は歌」にもあるような気概を受け継ぎながら，郷
土のよさを感じ，大切にしていく心を養ってほし
いと願っています。

親子ふれあい体操
１月１１日（金）に家庭教

育学級の学習の一環で，講師に

桑原先生をお招きし，１年生と

その保護者が楽しく体を動かし

ました。体がふれあうことで親

子の心のつながりも感じられる

笑顔の時間となりました。

今後も，ご家庭でもお子さんと一緒に，体力つく

りに取り組んでくださるよう，ご協力をよろしくお

願いいたします。（ホームチャレンジの継続をよろ

しくお願いします。）

防寒対策について(お願い )

寒い日が続いています。ポケットに手を入れて
いる子供を多く見かけます。危険ですので，手
袋を着用させてください。
下着を重ね着するなどの防寒対策もよろしく

お願いします。
体調を崩している場合は，担任に連絡をして，

長ズボンを履かせてください。マフラーは，安
全上，許可していません。
寒さに負けない体力つくりの励行も，よろし

くお願いします。

インフルエンザの予防・感染拡大防止
にご協力ください！
※ インフルエンザの流行期に入りました。
※ マスクの準備をお願いします。
◎ 【手洗い・うがい・早めのマスク】を
お願いします。
⑴ 手洗い(石けんを使って)，うがい，部屋の
換気をこまめに行い，十分な栄養と睡眠をと
り，規則正しい生活をさせてください。

⑵ 微熱の症状が出た時には，無理に登校させ
ず，すぐに病院で診察検査を受けてくださ
い。

⑶ 人混みや繁華街への外出は，極力控えるよ
うにしてください。やむを得ない場合は，必
ずマスクを着用するようにしてください。

◎ インフルエンザに感染した場合
⑴ 発症の翌日から最低５日間は出席停止で
す。登校を控えてください。

⑵ 加えて，５日間の停止期間内に，または，
停止期間終了後も熱が続く場合は，解熱後の
翌日から２日間，出席停止です。

転出入児の情報をお知らせください

転居や転勤等で伊作小学校の転出入予定児童の
情報がありましたら，正式に決定する前の情報で
も構いませんのでお知らせください。
（学校電話２９６－２０２１教頭まで）
※特に新４年（現３年）は，あと２名の転入で，
2学級になる可能性があります。
（法令等の学級編制基準により，現時点では，新
２年，新５年，新６年は2学級の予定です。新１
年，新３年，新４年は１学級の予定です。）


